
提出日：2023年2月

１． 学校の教育目標

２． 本年度に決めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画

（歯科衛生士科・歯科技工士科）

　　1）職業・職種の発信に努め、認知度を向上させる。

　　2）国家試験の合格率100％を目指す

　　3）保護者との連絡を密にし、脱落者のないように努める。

　　4）勉学に取り組めるように環境を整える。

　  5)  入学者の確保策に取り組む（コンサルタント導入）

（歯科衛生士科）

　　1）業務の多様化に対応すべく、専門知識ならびに高度な技術を習得する

　　2）歯科医療の普及・向上に寄与する有能な歯科衛生士の育成を目指す

　　3)コロナ禍における臨地実習の経験不足を補う講義・実習を実施する

　　4)実習机（ファントム）の整備を行う。→2022年8月31日に整備完了し、後期授業から使用開始

（歯科技工士科）

　　1）チーム医療を実践するためのコミュニケーション能力や自己学習能力を習得する

　　2）cad/camを含め最新技術の基礎的な知識を習熟させる

３． 今年度の取り組み方針

1)教育目標及び計画の達成に向けて、前向きに取り組む。

2)自己評価及び授業評価の調査方法について、見直しされた様式で今年度より実施する。

２０２２年度後期　徳島歯科学院専門学校自己評価　　＜調査票＞

　　業務の多様化、高度化に対応すべき新しい知識、技術の習得、ライフステージに応じた口腔の維持管理をサポートできる豊かな人間性を兼ね備えた歯科
衛生士、歯科技工士の育成を目指す。



４． 評価項目の達成および取り組み状況

（１） 教育目標

①
学校の教育目標・育成人材像は定められており、業界
のニーズにそったものとなっているか

4 3 2 1 3.6

② 学校における職業教育の特色を出せているか。 4 3 2 1 3.6

③
学校の教育目標・育成人材像・特色・将来構想などが
学生・保護者等に周知されているか。

4 3 2 1 3.1

（２） 学校運営

④
教務・財務等の組織整備などの意思決定システムは適
正に機能しているか。

4 3 2 1 3.4

⑤
個人情報を含め、コンプライアンス（法令遵守）が徹底
されているか

4 3 2 1 3.6

⑥
教育活動等に関する情報公開が適切になされている
か

4 3 2 1 3.7

⑦
情報システム化等による業務の効率化が図られている
か

4 3 2 1 3.1
・共有すべき情報を整理し、業務見直しや作業
の効率化を図りたい

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等

・学生保護者への周知について、成績を発送す
る際に学校の取り組みなどを書き添える

評　価　項　目
適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果

評　価　項　目 適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等

教員の自己評価による意見等
委員による意見等

課題・改善点・今後の見直し点等



（３） 教育活動

⑧
教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等の
見直しは行われているか。

4 3 2 1 3.3

⑨
関連分野における実践的な職業教育（産学連携による
インターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけ
られているか

4 3 2 1 3.7

⑩ 国家試験対策に関する指導体制等がとられているか 4 3 2 1 3.0

⑪
人材育成目標達成に向けて授業を行うことができる教
職員（本務・兼務含む）は確保されているか

4 3 2 1 2.7

⑫
教職員の能力開発や先端的な知識・技能等を習得す
るための研修等が行われているか

4 3 2 1 3.0

（４） 学修成果

⑬
学生の就職活動に対する支援・指導は行われている
か

4 3 2 1 3.7

⑭
学生の不安や悩みに対し、学生や保護者との個別面
談の実施などの対応はできているか

4 3 2 1 3.3

⑮ 卒業生や在校生からの各種相談などに応じているか 4 3 2 1 3.4

・教員活動と、同じ学生と向き合う時間が不足し
ている

・研修に参加する時間が確保できていいない

・教職員としての自覚を持ち、社会の変化に対応
できる資質向上に努める

評　価　項　目
適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等

・コンサルタント導入による見直しを実施中

・国試対策も一部の教員だけでマンパワーが十
分とは言えない

・引き続き全体の教育力向上に取り組んでいく

評　価　項　目
適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等



(５) 学生支援

⑯
学生に対する経済的な支援制度について、周知して
いるか

4 3 2 1 3.7

⑰
学生の定期的な健康診断の実施や健康管理指導は
できているか

4 3 2 1 3.7

⑲
高校訪問や進路ガイダンス、オープンキャンパス等を
通じて高校生の職業教育への理解普及がなされてい
るか

4 3 2 1 3.6

（６） 教育環境

⑳
教育上必要な施設設備について、授業に支障がない
よう定期的な点検は行われているか

4 3 2 1 3.3

㉑
防災訓練は本会と連携して定期的に実施されている
か

4 3 2 1 3.9

・施設設備の定期的点検を行いメンテナンスが
必要

評　価　項　目 適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等

⑱
学生に対しボランティア活動をはじめとする社会貢献
活動への意識高揚に努めているか

4 3 2 1 3.3

・社会貢献よりもアルバイトの時間を優先し、自己
利益を追求している傾向が強い

評　価　項　目
適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等



（７） 学生の受入れ募集

（８） 財務

㉓
学校の予算は、適正な収支計画に基づき、理事会・評
議員会の承認を得て正確に執行されているか　（予算
に携わる職員のみが評価）

4 3 2 1 4.0

◇
学生が評価したアンケート結果から、今後の取り組み
方や改善策などを記入してください

・全ての外部講師に伝
えたらどうか。

・教科書に載っていないことも実習や授業に取り入れていく努
力も必要

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等

・新様式で学生の本音が聞けるようになった。理解できな
かった章や工程を具体的に聞くことで、次年度の効果的
なシラバスの見直しが出来る

・学生アンケート結果をどのように各講師にフィードバック
するか統一する必要がある

・オープンキャンパスの内容の改善や実施回数
を増やし、イメージアップに努めた。

評　価　項　目 適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等

・趣味や先生とのコンミュニケーションがあった講師には
授業に対して興味が湧くが、それ以外の講師には理解
力が散漫になり不平をいってくる

委員による意見等
課題・改善点・今後の見直し点等

㉒
各種広報媒体を活用し、いろいろな機会を通じて学生
募集が適正に行われているか

4 3 2 1 3.7

・ユーチューブ広告やリスティング高校を通じた
学校PRを開始した

・「学校案内」について、より高校生等にみてもら
えるよう、見映えや内容等を刷新した

評　価　項　目 適
切

ほ
ぼ

適
切

や
や

不
適
切

不
適
切

Ｒ４結果
教員の自己評価による意見等


